
地域リハ関係者の連携強化 

介 護 リ ハ の 支 援 

必須の役割の具体的なイ メ ージについて （案 ） 

○実施内容 
 ・新人やＯＪＴの機会が少ない小規模な医療機関・介護施設所属のＯＴ、ＰＴ、ＳＴを対象とした、各 
  地域リハ支援センター等のリハ事例を含んだ発表会（検討会）を実施する。 

症 例 発 表 会 （ 検 討 会 ） 

○実施内容 
 ・リハ関係診療以外の診療科も含めた一次医療を担う各地域住民のかかりつけ医へ、リハ知識・技術情 
    報を提供することによりリハに関する普及啓発をしていく。 

リ ハ 知 識 ・ 技 術 情 報 提 供 

○実施内容 
 ・ケアマネジャーのケアプラン作成時のリハに係る相談支援を行う場を設定し、リハ計画を組み込んだ 
    適切なケアプラン作成に寄与する。 

ケ ア プ ラ ン 相 談 支 援 

○実施内容 
 ・標準研修テキストを用いたケアマネジャーへの研修を実施し、リハ知識・技術の付与を図る。 

研 修 会 の 開 催 

○実施内容  
 ・リハ施設従事者とケアマネジャーとの介護リハの情報共有を図る。 

交 流 の 場 の 設 定 

○実施内容 
 ・リハビリテーションを必要とする患者の原因疾患の割合が最も多い「脳血管疾患」に対応して、「脳 
    血管等疾患等リハビリテーション」に係るテキストをケアマネジャー等に対してわかりやすいよう機 
    能・形態障害、能力障害及び社会的不利の区分で作成し、以降、毎年度疾患対象を拡大していく。 

研 修 テ キ ス ト 原 稿 作 成 

○実施内容 
 ・地域の医療機関、介護事業所、地域包括支援センター等による会議体を設置し、地域リハ支援セン 
    ター等が実施する事業について報告し、情報共有を図る。 

地 域 協 議 会 の 設 置 地域リハ支援センターのみで実施 

地域リハ支援センターのみで実施 

地 域 リ ハ 力 の 向 上 

○規模等 
（開催時間）２時間以上 
（実施回数） 1回以上／年 

○規模等 
 各支援センターが地域の実情に応じた方法により実施 

○規模等  
 各支援センターが地域の実情に応じた方法により実施 

○規模等 
（開催時期）上記ケアマネジャーへの研修以降実施 
（相談方法） メール又は電話等 

○規模等  
（開催時間）２時間以上 
（実施回数） 1回以上／年 

○規模等 
（テキスト量）10～20P程度 
（作成方法） 各支援センターを含めた部会において構成・分担を検討の 
              うえ、各支援センターで分担して作成（6ヶ月間程度、う 
              ち、各支援センター作成期間3ヶ月程度） 

○規模等 
（開催時間）特になし 
（実施回数） 1回程度／年 

協力施設活用可 

協力施設活用可 

協力施設活用可 

協力施設活用可 

協力施設活用可 

同日に開催することも可 

既存の連絡会等を活用し、
充実していく。 

 地域のリハ施設、自治体、関係団体等の参画による協議会を開催し、地域リハに関する課題等について
意見交換し、情報共有を図り、地域リハに係るシステム化を推進する。 

 訪問リハ・通所リハ事業所等の要望が高い、ケアマネージャーとのリハビリテーションに係る意見交換の
場を提供するとともに、ケアマネージャーに対してリハの知識・技術等に関する研修を実施することにより、
介護リハの利用促進を図る。 

 年々増加している新規合格者を始めとするＯＴ、ＰＴ及びＳＴのリハ技術等の底上げを図るとともに、かか
りつけ医へのリハに係る知識・技術情報を提供することにより区市町村の在宅リハ支援事業等を支援する。 
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